
 -39-

９．有限会社鹿川グリーンファーム(埼玉県) 

～65 歳までの継続雇用と職場環境改善で、 

高年齢者の能力を最大限引き出す～ 

 

会 社 概 要 

 

会 社 名 有限会社鹿川グリーンファーム 

業   種 養鶏業 

代表者名 代表取締役 丸尾敏晴 

設  立  昭和４１年 

資本金額 ２，２００万円 

 

１．企業の概要と雇用の概況 

 埼玉県岡部町に本社・農場をおく有限会社鹿川グリーンファームは、昭和 41 年に埼玉

県坂戸市で 15,000 羽の採卵鶏を飼養する「有限会社鹿川養鶏場」として設立。現在、岡部

農場（埼玉県岡部町）、坂戸農場（埼玉県毛呂山町）、茨城農場（茨城県小川町）、西那須農

場（栃木県那須塩原市）の４農場で 60 万羽の採卵鶏を飼養している。 

 従業員は 78 名で、55 歳以上の高齢者は 29 名（37％）、そのうち 60 歳以上が 4 名（最高

齢 64 歳）となっている。「きつい、くさい、きたない」と言われてきた畜産業にあって、

従業員の平均年齢は 50 歳と高年齢者の多い会社である。また、男女別では 6 割以上を女性

が占めている。毎年平均年齢が高くなっていく傾向にある。 

 鶏の飼養管理は、「給餌」、「集卵」、「除糞」が基本である。 

「給餌」は、少羽数の場合は飼料をバケツ等に入れ、餌箱に給餌していたが、エンジン

付配餌車が開発され、餌桶（箱）に短時間に給餌することができるようになり、作業性は

著しく改善され、作業者が 3 万羽～4 万羽の鶏の管理を行えるようになった。その後、シ

ステム鶏舎が開発され、飼料タンクから餌桶（箱）までが自動化され、自動的に給餌が行

えるようになった。 

「集卵」は、放し飼い鶏舎などの場合には、かごなどを持って一個一個の卵を集めてい

たが、大規模鶏舎が建設されるようになり、ケージによる飼養となった。産卵された鶏卵

は、鶏のいる場所からケージの上を転がり、鶏舎で直接集卵して 30 個トレーに詰め、鶏舎

から倉庫まで運び、コンテナ詰めの上、10ｋｇに計量し、鶏卵コンテナを 7～8 段に積み上
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げ出荷をしていたが、システム鶏舎の場合、生み出された鶏卵は、集荷ベルトで倉庫に運

ばれ、10 個パックにパッキングされ、出荷される。 

「卵は物価の優等生」と言われるように、昭和 40 年代の価格と現在の価格とは大きく変わ

っていない。それは、鶏の生産性の向上や飼養羽数の大規模化に生産コストの低減等によ

ってもたされたものである。 

 

２．高年齢者雇用・活用の背景・目的 

農家養鶏から規模拡大によって企業養鶏へと移行する中で、雇用の問題と従業員の高齢

化は避けて通れなかった。 

 集卵作業を行う１名の女性作業者が受け持つ鶏の羽数は 15,000～20,000 羽、1 日に 3～4

回同じ鶏舎の集卵を行う体制を取っていたために、規模の拡大とともに集卵作業者の確保

が難しくなってきた。 

 鶏舎構造が、労働生産性や雇用の確保の大きな制約要因となっている。しかし、鶏舎改

築には多大な資金を要するため、たやすく建築できるものではない。したがって、現在あ

る鶏舎をどのように使用し、どのように改善して安定的な雇用を確保するかが大きな問題

である。 

 昭和 63 年～平成元年にかけて、本社を置く岡部農場を開放型高床式システム鶏舎に改築

し、できるだけ機械化し集卵業務等の自動化を図るために社内ＧＰセンターを開設した。 

 また、生協での 10 個パックへの取組みが増える方向にあったため、平成 7 年にＧＰセン

ターの機械の入替えを実施した。当初は 10ｋｇコンテナ詰めのみの取組みであったが、時

代とともに 7ｋｇ・5ｋｇ・10 個パックと荷姿の多様化が進み、さらに 10 個パックの割合

が多くなり、煩雑さが増してきた。 

 栃木の農場から毎日届けられる鶏卵約 5ｔと、岡部農場の鶏舎から集卵ベルト・バーコ

ンベア等を経由して、日量約 10ｔ合計 15ｔの鶏卵が毎時 60,000 卵（約 4ｔ）処理するＧ

Ｐ専用の機械にかけられ、検卵（破卵、汚卵等の除去）、計量、5ｋｇもしくは 7ｋｇ単位

にトレー詰めされ、また、モウルドパック（紙パック）にパック詰めされ、出荷ラインに

流れてくる。計量された鶏卵コンテナは、バーコンベアで運ばれ、積み上げ作業が行われ

出荷される。 

 坂戸農場の半分の鶏舎は、ケージに集卵ベルトを設置し、鶏舎内を移動することなく集

卵できるよう集卵作業の軽減を図った。 

 多くの資材、製品の移動は、専用の台車や鶏卵コンテナ用キャスターを導入することに

よって作業が容易になった。 

さらに、岡部ＧＰセンターにはテーブルリフターを設置することによって、作業者の負

担を軽減した。 
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３．継続雇用制度の導入と高年齢者の人事配置 

（１）継続雇用制度の導入 

 基幹労働力である高齢者の人材確保のために、平成 9 年より継続雇用制度を導入し高齢

者の積極的な雇用を開始した。継続雇用の形態は、再雇用とし、65 歳まで更新する。 

 

（２）高齢者の人事配置 

 継続雇用者は、定年前の職場で培った経験と技術を活かせるように、そのままの配置で

作業を行っている。新入社員と継続雇用者の作業量は圧倒的に継続雇用者が多いことにな

る。 

 平成 13 年 4 月、「無選別・無洗卵」であるが故に、コンテナ・トレーの衛生管理に努め

る必要性があり、60 歳を超えた高齢者が視力・体力を必要とするＧＰセンターの検卵作業

や包装作業等のライン作業から、状況に応じたスピードで作業できるコンテナ・トレー洗

浄設備を新設し、作業配置転換を行ったことにより継続雇用が可能となった。 

 

４．ハード面の改善（インフラの整備） 

 鶏卵は、取扱方によっては割れるものであり、「集卵」作業を機械化することは難しいも

のであるが、高年齢者の確保と高年齢者に適したシステムづくりを以下のとおり実施した。 

 

（１） 集卵作業の自動化（鶏舎の改築、ＧＰセンターの開設） 

集卵は、農場の鶏舎から集卵用台車を

用いて、一個づつ手作業で選別しながら

トレーに集めてくる。１名の作業者が受

け持つ鶏の羽数は 15,000～20,000 羽、1

日に 3～4 回同じ鶏舎の集卵を行う。集卵

用台車に積み上げられた鶏卵の重量は多

い時には約 200ｋｇ以上にもなり、集卵

しながら台車を押すという作業はかなり

の重労働である。 

そこで、岡部農場に隣接してＧＰセン

ターを開設した。鶏舎から集卵ベルト、バーコンベアを経由してＧＰセンターに集められ

た鶏卵は、毎時 60,000 卵処理するＧＰ専用の機械にかけられ、前検卵（二黄卵、破卵の除

去）、検卵（破卵、汚卵等の除去）した後、計量、5ｋｇもしくは 7ｋｇ単位にトレー詰め

され、また、モウルドパック（紙パック）にパック詰めされ、出荷ラインに流れてくる。

そして、5ｋｇもしくは 7ｋｇ単位にコンテナに詰められる。 

 



 -42-

（２）テーブルリフターの導入 

出荷時の鶏卵コンテナの積み上げは 8 段である。鶏卵コンテナの総重量は約 13ｋｇにも

なる。7 段目以上は、斜めに持ち上げるため、作業者の肩、腰等に負担が大きかった。ま

た、鶏卵コンテナは、床面に直置きであった。そこで、テーブルリフターを設置し、鶏卵

コンテナ積み上げ作業の軽減を図った。また、鶏卵コンテナ専用キャスターを作成し、移

動作業を軽減した。 

 

（３）トレー専用台車の導入 

回収された鶏卵コンテナには 8 枚のトレーが入っている。コンテナとトレーに分け、ト

レーは台車に乗せ、機械のトレー搬入口に運ぶ。移動の際、バランスを崩してトレーが散

乱することがあった。新しく導入したトレー専用台車は、従来の台車と同様のトレーを積

み込むことができる。トレー専用台車は、横 4 列×縦 2 列で約 1,600 枚を積み込み、ゴム

バンドをすることによって崩れることを防げるようになった。満載したときの重量は 300

ｋｇにもなる。 

 

（４） コンテナ・トレー洗浄室の新設 

当社は、生協の組合員への直接販売の

ため、衛生管理には十分な注意を払って

いる。岡部農場・オカベＧＰセンターは、

農場の中のＧＰセンターであるが、「食品

工場なみの衛生管理」を目標に衛生管理

を行っている。これは、全農場に実施中

である。鶏卵コンテナは「繰り返し使用

可能な専用プラスチックケースの採用」

であり、組合員がコンテナ・トレーを返

却時には洗って返すシステムであった。しかし、組合員の家庭や生協のセンターなどでの

保管方法によっては、ほこりや雨漏れすることがある。また、割れた鶏卵によってトレー

が汚れることがあった。平成 13 年 4 月、岡部農場・オカベＧＰセンターに併設してコンテ

ナ・トレー洗浄室を開設した。鶏卵を出荷するために、毎日約 1,500 ケースのコンテナ、

約 5,000～6,000 枚のトレーを使用している。 

 

５．制度導入後の効果と今後の課題 

 定年後の継続雇用者が健常者であれば誰でもできる作業システムの確立と作業環境の改

善を主目的とし、労働力及び生産性の確保が図られるよう上記改善策を実施したが、その

効果として、明るくきれいな職場で安心して働けるようになり、高年齢者のみならず、他
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の従業員も含めて労働意欲の向上が図られた。 

 なお、現状は、定年後の継続雇用でも、現役時代と同様の労働条件となっている。今後

は、給与面も含めて処遇の問題を再検討する必要がある。また、生産性とどう結び付けて

いくか、さらに、4 つの農場があり、地域により、気候や意識の違いがあり、なかなか画

一的にはいかないので、その問題もクリアしなくてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	表紙
	はしがき
	《目 次》
	第１章 総 論
	第２章 企 業 事 例
	28．株式会社ワイビーエム(佐賀県)
	27．八光オートメーション株式会社(福岡県)
	26．株式会社矢野特殊自動車(福岡県)
	25．株式会社ムロヅミ(山口県)
	24.中国木材株式会社(広島県)
	23．株式会社アベックス(広島県)
	22.谷尾食糧工業株式会社(岡山県)
	21．株式会社ナカサ(島根県)
	20．株式会社キグチテクニクス(島根県)
	19.福西メリヤス株式会社(奈良県)
	18．株式会社タンゴ技研(京都府)
	17． 株式会社寺内(京都府)
	16．株式会社明石合銅(石川県)
	15．冨木医療器株式会社(石川県)
	14．株式会社木下食品(富山県)
	13．清水工機株式会社(山梨県)
	12.東京法令出版株式会社(長野県)
	11.長野リネンサプライ株式会社(長野県)
	10.東伸工業株式会社(東京都)
	９．有限会社鹿川グリーンファーム(埼玉県)
	８．グンダイ株式会社(群馬県)
	7.ハイペック株式会社(茨城県)
	６．株式会社弓削コンクリート工業所(茨城県)
	５．佐藤繊維株式会社(山形県)
	４ ． 株式会社桑原( 秋田県)
	３．千代田興業株式会社(秋田県)
	２．株式会社ビイエムケイセイ (宮城県)
	１．札幌ボデー工業株式会社(北海道)

	奥付


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




